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3.研 究概 要
く共 鳴送 電 下 に お け る生 体 影 響 評 価 の た め の ば く露 装 置 の 開発 〉
現 代 社 会 は 、 生 活 環 境 で 目に は 見 え な い 電 磁 波 が あふ れ て い る。 身 の 回 りの
電 磁 波 の発 生源 と して は、 高 圧 送 電線 、 家 電 製 品、 携 帯 電 話 とそ の 基 地 局 、 医
療 の電 磁 波 機 器 な どが あ る。 こ の よ うな 電 磁 波 の健 康 影 響 の 可 能 性 につ い て は
これ ま で か ら人 々 の 関 心 事 で あ り、 そ の た め 、 多 くの 研 究 が実 施 され て き た 。
近 年 、新 しい 無線 電 力 伝 送 技 術 と して 、 電 磁 共 鳴 方 式 が 注 目を集 め て い る。
こ の方 式 で は 、 従 来 か ら実 用 化 され て い る電磁 誘 導 方 式 と異 な り、 送 電 側 と受
電 側 の コイ ル の 共 振 周 波 数 を一 致 させ る こ とで 、 数 メー トル の 距 離 を高 効 率 で
伝 送 す る こ とが 可 能 で あ り、早 期 の 実 用 化 が 期 待 され て い る。 しか しな が ら、
共 鳴 送 電 下 に お け る生 体 影 響 の可 能 性 に つ い て 実 験 的 に評 価 した例 は な い。
本 研 究 で は 、 共 鳴 送 電 下 にお け る生 体 影 響 評 価 を細 胞 実 験 に よ り実 施 す る た
め に必 要 とな る細胞 実 験 用 ば く露 装 置 の 開 発 に取 り組 ん だ。 開発 した ば く露 装
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置 は、12.6MHzの共 振 周 波 数 にお い て72.4%の伝 送 効 率 を有 す る と と も に、細 胞
ば く露 位 置 に お い て 、 国 際 非 電 離 放 射 線 防護 委 員 会(ICNIRP)の定 め る ガイ ド
ライ ン で示 され る磁 界 強 度80A/mを実 現 して い る。 ま た 、細 胞 培 養 に必 要 とな
る、 適 切 な温 度 、湿 度 、 二 酸 化 炭 素 濃 度 等 の 条 件 を有 して い る こ と を、 実 際 の
細胞 培 養 に よ り実 験 的 に確 認 した 。
今 後 の 展 開 と して 、開発 した ば く露 装 置 を用 い て 、共 鳴送 電 下 にお い て 細 胞
の 基本 動 態 や 遺 伝 毒 性 を指 標 と した 評 価 を実 施 す る こ とに よ り、共 鳴 送 電 下 に
お け る生 体 影 響 の可 能 性 を 明 らか に して い く。
〈免 疫 細 胞 に お け る 高 周 波 電 波 ば く露 の 影 響 評 価 研 究 〉
生 体 の恒 常 性 を保 っ た め に、 我 々 の 体 に は 、生 体 内 に侵 入 した 異 物 を生 体 外
にす る 、免 疫 と呼 ばれ る防御 シ ス テ ム が 存 在 す る。 この 免 疫 力 が低 下 す る と、
人 は感 染 を 引 き起 こ しや す くな る な ど、 健 康 を保 て な くな る。 本 研 究 で は 、周
波 数2.45GHzのマ イ ク ロ波 に 対 す る細 胞 学 的 影 響 評 価 の 一 環 と して 、1な らび
に10W/kgのSARで電 波 ば く露 を行 い 、免 疫 細 胞 の 基 本 的 な機 能 で あ るサ イ トカ
イ ン分 泌 特 性 に対 してELISA法を 実施 し、 電 波 が 細 胞 の免 疫 機 能 に影 響 を与 え
ない か ど うか に つ い て 検 討 した 。
U937細胞 及 び 、Jurkat細胞 を用 い て 、2.45GHz電波 の4時 間連 続 ば く露(SAR:
1、10W/kg)を行 い 、ELISA法に よっ て免 疫 細 胞 か ら産 生 され る各 種 サ イ トカイ
ン量 へ の影 響 を検 討 した 。 これ らの 条件 で の 、電 波 ば く露 に よっ て 、 い ず れ の
細 胞 か ら分 泌 され た サ イ トカ イ ン に お い て も 、統 計 学 上 有 意 な差 は 見 られ な か
っ た。 本 研 究 結 果 か らは 、 細 胞 の サ イ トカ イ ン産 生 を指 標 と した 電 波 ば く露 の
影 響 は観 察 され な か っ た が 、 今 後 、今 回 検 討 しな か っ た サ イ トカ イ ンや 貧 食 能
な ど、 さ らに細 胞 の免 疫機 能 へ の影 響 評 価 を進 め る予 定 で あ る。
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